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ここが聞きたい 般一 質 問

田原市議会だより 第103号（2026年7月）

問 	 給食センター方式と食育推進計画との整合性につ
いて、どの程度、整合していると評価するか。

答 	 高度な施設・設備というハード面と、各学校にお
ける丁寧なソフト面の取り組みを融合させること
で質の高い食育を展開しており、計画に掲げる理
念や各施策の目標と整合していると評価する。

問 	 給食センターの稼働率は７割にとどまり、少子化
が進む状況において、今後の給食センターの運営
をどのように持続可能なものにしていくのか。

答 	 少子化の規模に見合った最適な運営体制や民間活
用の在り方について多角的に検討を進め、適正な
コスト管理による財政負担の軽減を図りつつ、給
食センターの強みである効率的な大量調理や地元
食材の購入のしやすさ、高度な衛生管理システム
を生かした持続可能な次期運営手法を構築してい
く。

問 	 自園給食を行う民間園から園の特色として自園給
食による食育の充実を求める声が上がった場合、
市の対応は。

答 	 自園給食の割合を変更したいという希望が民間園
からあれば、その内容をよく伺い、現在、市で取
り組んでいる給食費無償化制度への影響など他園
とのバランスや公平性も十分考慮し、柔軟に対応
したいと考えている。

問 	 次期食育推進計画策定時の若者意見の取り入れに
ついて市の考えは。

答 	 次期計画の策定に当たっては、機会を捉えて高校
生から意見を聴取するなど、若者の声を反映した
計画づくりに努めたいと考えている。
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